
主な内容
ご成人おめでとうございます ……………………… 2

今、学校教育は ……………………………………… 5

秋の3連休特別営業について ……………………… 7

国勢調査からみた天川村のすがた ………………… 9

国保診療所・ほほえみポート天川・ごみ収集 9月の予定表 12・13

「天川賛歌」（5） …………………………… 16・17

お知らせ……………………………………… 19～21

広 報

2010.8.31発行

No.403

8

新成人おめでとうございます新成人おめでとうございます



2

お盆恒例の成人式が、山村開発センター
で行なわれ、23人中14人（男子6人・女子
8人）が出席されました。厳粛に式典が行
なわれるなか、柿坂村長、奥田議会議長、
上西教育委員さんから温かい祝福の言葉が
おくられました。
このあと、成人者を代表して中山　卓巳

さんが、「一人の大人として認められるよう、
努力を惜しまないことを約束します。」と謝
辞を述べられました。
記念撮影の後、懇親会にうつり同級生や恩師の方々と懐かしい時間を過ごしました。
また、思い出の写真をパワーポイントで紹介し、20年間の歩みを一人ひとりが思い出

しているようでした。

☆責任感のある大人になりたいです。
☆大人の仲間入りするには、精神的にまだまだ
だと自覚していますが、20歳という一つの
節目を迎えたので、気持ちを入れ替えて自分
にもっと自身をもてるように、これから過ご
していきたいです。
☆沢山のことを経験し、将来のために色々な技
術を身につけたいです。

☆人の気持ちを考えて行動できる人になりたいです。

☆くつろぎや癒しを与えてくれる場所。
☆思い出がたくさん詰まっている、心癒される場所です。
自然がいっぱいで、優しい人々に囲まれている村。友達
にも自慢できる故郷です。
これからもずっと、みんなから愛される天川村であって
ほしいです。天川大好きQQ

☆歴史があり、自然に満ち溢れ全国的に有名な天川！
だれにでも誇れる天川村…

あなたにとって天川村とは？

20歳の抱負

「20歳の抱負」「あなたにとって天川村とは？」は、新成人からいただいたアンケートより

抜粋させていただきました。

新成人おめでとうございます
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平成22年度「差別をなくす村民集会」が、７月21

日（水）山村開発センター大ホールで開催され、
100人余りの参加がありました。
記念講演として、奈良女子大学名誉教授の澤井勝

先生より「変革の時代の人権政策」と題し、福祉と
人権、変革の時代における高齢者や女性に対する人
権意識について、映像による事例を紹介しながらの
講演でした。

事例紹介では、富山県で平成５年、富山赤十字病院に勤めていた看護師３人が退職金を開設資金
として、民間デイケアハウス「このゆび　とーまれ」を開設した、対象は、90歳の認知症の方、０
歳児、養護学校の卒業生、重度障害児、誰もが一緒に暮らし、職員と利用者が一緒に食事をとり、
看取りも行いお互いがケアしながら利用できるハウスにした、平成11年ＮＰＯ法人、平成12年通所
介護・居宅介護支援事業者の指定業者となり、地域ニーズに応え「小規模・多機能・地域密着型」
の、「富山方式」として全国的に広まっている。
また、地域住民自身の取り組みを、行政や消防・警察・社会福祉協議会が支えている、「京都市左

京区春日住民協議会」の事例が紹介されました。
地域住民活動や、福祉施設のあり方から、身近な人権意識について今一度考える機会となりまし

た。

近年、高齢化、少子化が急速に進み、大きな社会問題となっています。本村においても65歳以上
の高齢者人口が全人口の41％を超えています。高齢者が生きがいをもち、健康で安心して生活でき
る長寿社会をつくるためには、国民一人一人が高齢者の問題を自分自身のものとして身近に理解し、
家庭、地域社会、職場、学校等あらゆる場面で、適切に役割を果たして行くことが必要です。この
ような観点から、この月間中に本村においても下記のとおり社会福祉大会を開催します。みなさん
お誘いあわせてご参加下さい。

◆日　時　９月15日（水） 午前10時から
◆場　所　山村開発センタ－　大ホ－ル

65歳以上の方に簡単な昼食を用意しています。
午後は漫才等の余興を予定しておりますのでお楽しみ下さい。

９月は、「高齢者保健福祉月間」です。

差別をなくす村民集会

社会福祉大会の開催について
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子どもたちが少なくなるにつれて、天川

村単独で団体スポーツが出来にくくなる中、

現在下市レッドベアーズの軟式野球チーム

（部員20人中　内天川村の児童8人）に所属

してがんばっています。

この度、7月17日・18日に吉野郡大会が

行われ、14チームのトーナメントを勝ち抜

き見事優勝し、県大会に出場しました。

7月31日より県大会が行われ、惜しくも

初戦で耳成ウエスターズに逆転負けしまし

たが、今度は初戦突破、優勝できるように

がんばってくれると思います。

今後の活躍に期待します。

本村は気温が低く、こども達が水と親しむ期間が短いため、水泳技術の向上を目的に、昨年に引

続き、8月2日から8月6日まで、天川小学校に講師の先生を招いて短期水泳教室を開催しました。

今年は晴天に恵まれ予定していた5日間、水泳の基礎等を丁寧に教えていただき、参加したこど

も達（30人）は水泳を楽しみながら自分の上達ぶりにビックリしていました。

ありがたや　親よりうけし旅衣　洗ひきよむる　龍泉の水

恒例となっております龍泉寺燈花会が今年も開催されます。
龍泉寺の境内に約3500個の燈花がともされ、一面に広がる燈花は
初秋の夕暮れにきらびやかな花を咲かせます。是非ご覧下さい。
日時：平成22年9月11日（土）開催（雨天順延）
当日タイムスケジュール

集合・準備　16：00～　燈花会成満祈祷護摩　17：30～

点火　　　　18：00～　撤去作業　　　　　　21：00～

祝　下市レッドベアーズ県大会出場

短 期 水 泳 教 室 開 催

龍泉寺燈花会のお知らせ
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左の表は、転出入がないと仮定した
場合の、今後12年間の各学校・園の
園児・児童・生徒数の推移（平成22
年８月現在）です。３年後（平成25
年）には幼稚園の園児数は20人を切
ります。また６年後（平成28年）に
は小学校の児童数が50人を下回り
40台前半となります。人口減少は日
本全国の過疎地の大問題となってい
ますが、天川村としても大きな課題
です。村全体としてこの課題に対処
していかなければならないことです
が、幼児・児童・生徒数の減少は教
育的にも財政的にも大きな影響があ
ります。

平成22年度から34年度までの子ども数の推移

No.4

言うまでもなく子どもは人と
の関わりの中で人間として育っ
ていきます。1人でも多い集団の
中で、他の子の行動や考え方な
どに影響や刺激を受けながら生
活していくことは、子ども達の
成長には欠かせないことです。
これから子どもの数が減ってい
く中で、どのような教育環境を
確保できるかが問題となってき
ます。子ども達が少しでもよい
環境の中で人間関係を学び、社
会性を獲得して、自立した社会
人として羽ばたいてほしいとい
うのは、保護者はもちろん村民
全体の願いではないでしょうか。

人員配置にも問題が！
中学校で生徒数が隣接の学年
間(1・2年生間、2・3年生間の
どちらか)で8人以下になると、
養護教諭・事務職員が県から配
置されなくなる恐れがありま
す。それを維持するには村費と
いうことになります。平成25
年には洞中、天中とも一時そう
なる可能性があります。

今後12年間を見通した
子どもの推移と教育課題

教育的には

教職員
数は

年 年度 22 25 28 31 34
齢 校区 洞中 天中 洞中 天中 洞中 天中 洞中 天中 洞中 天中
0 3 2
1 2 5
2 (学年) 3 4
3 幼(年少) 3 6 3 2
4 幼(年中) 2 4 2 5
5 幼(年長) 3 7 3 4

幼合計 25 19
6 小1 8 9 5

4 4 3 6 3 2
7 小2 12 6 7

5 7 2 4 2 5
8 小3 10 10 7

4 6 3 7 3 4
9 小4 6 8 9 5

2 4 4 4 3 6 3 2
10 小5 9 12 6 7

5 4 5 7 2 4 2 5
11 小6 11 10 10 7

5 6 4 6 3 7 3 4
小合計 56 55 44

12 中1 4 6 2 4 4 4 3 6 3 2
13 中2 9 6 5 4 5 7 2 4 2 5
14 中3 6 8 5 6 4 6 3 7 3 4

中合計 19 20 12 14 13 17 8 17 8 11
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衝撃のピアニズム!!衝撃のピアニズム!!衝撃のピアニズム!!

かつてないスピード!!パワー!!テクニック!!かつてないスピード!!パワー!!テクニック!!かつてないスピード!!パワー!!テクニック!!

ジャンルを超越したピアノ界の革命児!!ジャンルを超越したピアノ界の革命児!!ジャンルを超越したピアノ界の革命児!!

開催日：平成22年9月22日(水)
開　演：19：00～
会　場：天川村山村開発センター　大ホール

！料金は無料、事前申込みも必要ありません！
当日直接会場にお越しください。

お問い合わせは　天川村地域政策課　　　163－0321 FAX63－0329

email：chiikiseisaku@vill.tenkawa.lg.jp

無
料

～プロフィール～

中村天平（なかむら　てんぺい）神戸市出身、ＮＹ在住のコンポーザーピアニスト。

大阪芸術大学演奏学科でクラッシックを学びながらジャズとプログレッシブロック

と作曲を独学で学ぶ。

2006年に東芝ＥＭＩの音大生オーディションで幻想曲が最優秀作品賞を受賞。

主な露出実績は、テレビ朝日系『題名のない音楽会21』、NTV系『踊る！さんま御殿!!』、

CX系『スピーク』他情報番組で多数紹介される。
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≪9月の予定≫
＊3連休の初日・2日目は「1時間延長」営業

※9月23日(祝・木)は、木曜日ですが祝日のため「みずはの湯は営業」し、
翌日金曜日が休館となります。

≪10月の予定≫
＊3連休の初日・2日目は「1時間延長」営業

おひとりでも多くのご利用をお待ちしております！

9月18日（土） ※1時間延長：全施設

9月19日（日） 受付は午後8時30分まで（9時閉館）

10月09日（土） ※1時間延長：全施設

10月10日（日） 受付は午後8時30分まで（9時閉館）

洞川温泉及び天の川温泉ご利用の場合、各駐車場の駐車料金は
「１時間無料」となります。

（順不同・敬称略）

【申込み・問合せ先】〒638-0431 奈良県吉野郡天川村洞川784-32 洞川エコミュージアムセンター
10747-64-0999 50747-64-0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp

※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 

米谷先生と今年はあのみたらい渓谷で巨岩と滝・清流に挑戦。そして、マクロ撮影の林先生も交えて
ズームアップ！お気軽入門編　普通のデジカメでもOK。（みたらい渓谷まで送迎有り）（初心者歓迎）
【集合場所】天川村役場駐車場（役場から送迎）
【講　　師】写真家　米谷昌浩先生・林　幸恵先生
【持 ち 物】弁当・水筒・帽子・タオル・雨具・カメラ
【参 加 費】2,500円（小中学生半額）

⑤ トライ！ 美しい風景写真の撮り方入門　デジカメでも 9月25日（土）13：00～15：30
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あなたの調査票には、天川村の大切な
未来がつまっています！

平成22年10月１日　国勢調査を実施します！

平成22年国勢調査の結果は、最も早いものは調査期日（平成22年10月1日）か
ら約4か月後の平成23年1～2月に公表する予定です。これは、総人口と世帯数に関
する人口速報集計です。これに続いて、調査期日から約8か月後の平成23年6月に
抽出速報集計（調査票の約100分の1を抽出して統計表を作成）を公表する予定で
す。この集計により、すべての調査項目について、我が国の人口と世帯に関する全
体像が明らかになります。
調査票の全数による集計結果は、調査から約1年後の平成23年10月に公表され、

その後、より詳細な結果を順次公表していく予定です。

●国勢調査は，日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

●平成22年国勢調査は，我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初
の国勢調査で，日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世
帯の実態を明らかにする重要な調査です。

●調査結果は，さまざまな法令で使われるほか，社会福祉，雇用対策，生活環境
の整備など，私たちの暮らしのために役立てられます。

9月下旬から、国勢調査員が皆さんの
お宅に調査票を配りにお伺いします。
調査票がお手元に届いたら、10月１
日現在の皆さんの状況を記入してくだ
さい。記入していただく項目は、男女
の別、出生の年月、就業状態、通勤・
通学地、住居の種類など20項目です。

記入していただいた内容は、統計を作
成するためだけに使い、調査票は集計
後に焼却します。調査票に書かれたこ
とが他にもれることは絶対にありませ
んので、ご安心ください。10月上旬
までに、再び国勢調査員が調査票を受
け取りにお伺いします。

◆お問い合わせ・相談窓口／役場　地域政策課　統計係　163－0321（内線152）◆

国勢調査の結果の公表について
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分
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口
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合
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移
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均
年
齢
は
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・
６
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正
９
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り
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ま
っ
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国
勢
調
査
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今
回
で
19
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と
な
り
ま
す
。
前
回
の
調

査
で
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国
の
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に
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、
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回
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調
査
で
は
、
人
口
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え
て

初
め
て
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査
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め
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な
調
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な
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年
調
査
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10
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を
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な

る
予
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す
。

一
方
、
15
歳
〜
64
歳
人
口
は
一
定
の
減
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を
続
け
て
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る
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も
関
わ
ら
ず
、
65
歳

以
上
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は
徐
々
に
増
加
し
平
成
17
年
調

査
で
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全
体
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３
％
に
。
平
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年
齢

は
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６
歳
（
男
性
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・
９
歳
・
女
性
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・
１
歳
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

産
業（
3
部
門
）別
就
業
者
の
割
合
の
推
移

第
３
次
産
業
が
全
体
の
73
・
８
％
に

昭
和
55
年
に
は
全
体
の
29
・
８
％
だ
っ

た
第
１
次
産
業
は
、
平
成
17
年
に
は
８
・

４
％
と
１
割
を
き
っ
て
い
ま
す
。
第
２
次

産
業
は
平
成
２
年
か
ら
減
少
を
続
け
、
平

成
17
年
で
は
全
体
の
17
・
８
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
に
比
べ
第
３
次
産
業
は
昭
和
55
年

の
43
・
９
％
か
ら
年
々
増
加
し
、
平
成
17

年
で
は
全
体
の
73
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

産
業
３
部
門
と
は
次
の
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お
り
で
す
。

第
１
次
産
業
…
「
農
業
」、「
林
業
」、「
漁
業
」

第
２
次
産
業
…
「
鉱
業
」、「
建
設
業
」、「
製
造
業
」

第
３
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産
業
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「
電
気
・
ガ
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・
熱
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・
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道

業
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情
報
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輸
業
」、「
卸
売
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小
売
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金
融
・
保
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不
動
産
業
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飲
食
店
・
宿
泊
業
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医
療
・
福
祉
」、「
教

育
・
学
習
支
援
業
」、「
複
合
サ
ー
ビ
ス
事
業
」、

「
サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）」、

「
公
務
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）」

国
勢
調
査
っ
て
な
に
？

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
、
国
の
最
も
基

本
的
な
統
計
調
査
で
、
国
内
の
人
口
や
世

帯
な
ど
の
実
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を
把
握
す
る
た
め
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
国
勢
調
査
の

「
国
勢
」
と
は
、「
国
の
情
勢
」
を
意
味
し

ま
す
。

い
つ
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
の
？

日
本
で
最
初
の
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ

た
の
は
、
今
か
ら
85
年
前
の
大
正
９
年
で

し
た
。
以
後
、
ほ
ぼ
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、

西
暦
の
末
尾
に
０
が
付
く
年
に
は
「
大
規

模
調
査
」
と
し
て
実
施
さ
れ
、
西
暦
の
末

尾
に
５
が
付
く
年
に
は
調
査
事
項
の
少
な

い
「
簡
易
調
査
」
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
成
22
年
国
勢
調
査
は
大
正
９
年
に
行
わ

れ
た
国
勢
調
査
か
ら
数
え
て
19
回
目
、

「
大
規
模
調
査
」
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
？

９
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
員
が
全
世
帯

を
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
、
10
月
１

日
現
在
の
状
況
を
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
10
月
上
旬
に
再
び

各
世
帯
に
訪
問
し
て
調
査
票
を
回
収
し
ま

す
。
10
月
１
日
午
前
０
時
時
点
で
国
内
に

A Q A Q A Q

居
住
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
が
調
査
の
対

象
に
な
り
ま
す
。（
外
国
人
も
含
ま
れ
ま

す
）。氏

名
も
登
録
さ
れ
る
の
？

調
査
票
に
氏
名
を
記
入
す
る
の
は
、
調

査
対
象
と
し
て
だ
れ
が
調
査
さ
れ
た
か
、

各
調
査
事
項
が
だ
れ
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
を
確
認
し
、
調
査
漏
れ

や
重
複
調
査
を
防
ぐ
た
め
で
す
。
ま
た
、

万
が
一
、
記
入
内
容
に
不
備
が
あ
っ
た
と

き
に
照
合
す
る
手
が
か
り
と
す
る
た
め
で

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
、
あ
く
ま
で
も
正
確
な
調
査

を
実
施
す
る
目
的
で
氏
名
を
記
名
し
て
い

た
だ
く
の
で
あ
っ
て
、
登
録
や
集
計
の
対

象
と
な
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

留
守
に
す
る
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
？

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
ま
で
の
調
査

期
間
中
、
自
宅
を
留
守
に
す
る
場
合
に
は
、

市
町
村
の
国
勢
調
査
担
当
窓
口
に
連
絡

し
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
日
時
に
つ
い

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

A Q A Q

国
勢
調
査
か
ら
み
た

天
川
村
の
す
が
た

【
昭
和
55
年
〜
平
成
17
年
】

国
勢
調
査

＆
A

Q

昭和55年 

昭和60年 

平成2年 

平成7年 

平成12年 

平成17年 

0

65歳以上 

15歳～64歳 

15歳未満 

500 1,000 1,500 2,000 2,500

昭和55年 

昭和60年 

平成2年 

平成7年 

平成12年 

平成17年 

0 100 200 300 400 500 600 700

第3次産業 

第2次産業 

第1次産業 
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毎年好評をいただいております運動機能向上教室、今年も９月より開催します！
参加対象は、65歳以上で、運動不足を感じておられる方や、「最近つまずきやすくなった」等の日常生

活に関する不安をお持ちの方、これからも元気でいきいきと生活するために身体能力の維持・向上を希望
される方です。
この教室への参加を希望される方は、ほほえみポート天川内住民課までお申込み下さい、みなさまのご

参加をお待ちしています。

「心も体もすこやかに老いること」「いくつになっても自分らしく過ごすこと」。これは私たち誰もの願
いではないでしょうか。そこで認痴症予防の一環として、毎年好評の「脳のトレーニング教室」を今年も
開催します！ みなさんふるってお申込みください。
●「脳のトレーニング教室」は、こんな教室です●
・週1回の教室で、仲間との会話と学習を楽しみます。
・教室のない日も毎日約10分程度でできる自宅教材があります
・脳の活性化に効果のある「簡単な計算」「読み書き」教材です。
・「人前で発表」「むずかしい問題に挑戦」･･･という学習方法では
ありませんので、気軽に取り組んでいただけます。

今月のうさちゃんくらぶは、バスに乗って黒滝村までお出かけしたいと思います。みなさんふるってご
参加くださいね。日焼けしたみなさんにお会いできることを楽しみにしています！

保 健 事 業
の お 知 ら せ

運動機能向上教室のお知らせ

●実施期間：9月17日(金)～　翌年3月までの6ヶ月間
●実施日時：毎週金曜日　10：30～12：00 まで
●参加対象：天川村に住民票をおく65歳以上の人
●内　　容：専門指導員による体操やストレッチを行なうことによって、運動不足の解消や日常生活

を行なう上での身体能力を高めます。

日　時：9月16日(木)
対　象：生後4ヶ月～幼稚園入園前までのお子さんのおられるご家庭
場　所：ほほえみポート天川　2階
持ち物：タオル・お弁当・お茶　など
※詳しい案内は個人通知します。
※雨天の場合は変更になります。
※送迎を希望される場合は、前日までにご連絡下さい。

●参加対象者：村内に住民票をおく65歳以上の人。お1人で会場まで通える方。
●開 催 日 時：10月～翌年3月までの毎週水曜日、または金曜日

午前9時30分～午後12時　※お1人の学習時間は30分程度です。
●会　　　場：ほほえみポート天川　2階
●参 加 費 用：毎月　500円
●お申し込み：ほほえみポート天川内住民課までお電話にてお申込ください。
※定員(20人)に達し次第、お申し込みを締め切らせて頂きますのでご了承下さい。
※9月14日に参加者説明会を開催しますので、参加を希望される方は説明会にぜひご出席下さい。
(申込み後、詳しいご案内をさせていただきます。)

脳のトレーニング教室のお知らせ

うさちゃんくらぶのご案内



11

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

日 曜日

１ 水 診　　察 診　　察 粗大

２ 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

３ 金 診　　察 診　　察 燃焼

４ 土 閉　　　　館　　　　日

５ 日 閉　　　　館　　　　日

６ 月 診　　察 診　　察 燃焼

７ 火 診　　察 検 査 日 資源１

８ 水 診　　察 診　　察 粗大

９ 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

10 金 診　　察 診　　察 燃焼

11 土 閉　　　　館　　　　日

12 日 閉　　　　館　　　　日

13 月 診　　察 診　　察 燃焼

14 火 診　　察 検 査 日 脳のトレーニング教室説明会 資源１

15 水 診　　察 診　　察 粗大

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 9月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 9月の予定表
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日 曜日

16 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ 不燃

17 金 診　　察 診　　察 運動機能向上教室 燃焼

18 土 閉　　　　館　　　　日

19 日 閉　　　　館　　　　日

20 月 閉　　　　館　　　　日（敬老の日）1

21 火 診　　察 検 査 日 燃焼

22 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 資源１

23 木 閉　　　　館　　　　日（秋分の日）1

24 金 診　　察 診　　察 燃焼

25 土 閉　　　　館　　　　日

26 日 閉　　　　館　　　　日

27 月 診　　察 診　　察 燃焼

28 火 診　　察 検 査 日 資源１

29 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 粗大

30 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

見える所に貼り、ご活用下さい。

運動機能向上教室
脳のトレーニング教室

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 9月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 9月の予定表
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日頃、目・鼻・耳・のどの症状でお悩みの方を対象に、眼科・耳鼻科検診を実施します。（検診のため、
治療やお薬の処方はできません。あらかじめご了承ください。）
受診のお申込を頂いた方に、後日詳しいご案内をさせていただきます。

日　　程：10月２日（土）
場　　所：ほほえみポート天川　２階
申込方法：ほほえみポート天川内　住民課までお電話下さい。

＊　申込が25人に達し次第、受付を終了させて頂きますので、受診を希望される方は、
お早めにお申込ください。

＊　検診当日は、ほほえみバスの運行がありませんので、送迎をご希望の方は、お申し込み時にお申し出
下さい。

例年６月頃に検診バスによる子宮がん検診（集団）を実施しておりますが、１日での検診実施のため受
診できなかった方を対象に直接医療機関で検診を受けていただく個別検診を実施いたします。６月の子宮
がん検診（集団）に、体調不良などで受診できなかった人もこの機会にぜひ受診ください。詳しくは、下
記までお問い合わせください。
○受診対象：天川村に住民票をおく、20歳以上の女性。
○受診病院：奈良県下で子宮がん（婦人科）検診を実施している医療機関
○個人負担：2000円
○申し込み：ほほえみポート天川内住民課にお申込みください。（※必ず）
○受診期間：お申込みいただいた人に、専用の検診票を発行いたしますので、

ご持参の上、平成23年３月31日までに受診ください。

天川村に住民票のある40歳以上の女性を対象に乳がん検診を実施しています。
今までに乳がん検診を受けたことのない方、乳房に心配のある方、特にこれまでの検診で「経過観察」

や「要精密検査」などの判定を受けた方は、積極的に受診して下さい。（受診の回数は２年に１度とされて
いますので、昨年度受診された方は今年度受診することができません。）
費用は1,500円の自己負担が必要です。
検診会場は大淀病院となりますが、受付は、ほほえみポート天川内　住民課で行ないます。受診を希望

される場合は11月末日までにお申込み下さい。

食中毒や熱中症などの発症が多い時期です。また、夏の疲れも顔を出しはじめる等、体調の変化が起こ
りやすい季節といえます。また、「健康増進普及月間」及び「食生活改善普及運動」も同時に実施され、ぜ
ひ健康づくりのきっかけにしていただきたい月でもあります。
とくに近年は、食生活の乱れが全国的に大きな問題となっており、健康づくりのための「食」の大切さ

が見直されています。健康づくりの３本柱、「食事」「運動」「休養」について、まずは生活を振り返ってみ
ることから、始めてみませんか？
ほほえみポート天川では、村民のみなさんの健康相談を随時実施しています。健康づくりに関する資料

なども用意できますので、みなさんお気軽にご利用ください。

へき地巡回検診（眼科・耳鼻咽喉科）のご案内

子宮がん個別検診のご案内

乳がん検診のご案内

９月は「健康増進普及月間」・「食生活改善普及運動」が実施されます。

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。 連絡先　163－9110



高齢者になったとき、障害の状態になったとき、一家の担い手が死亡したときなどに所得保障を

行い、本人または家族の生活を支えていくのが公的年金です。

公的年金は、多くの国々で制度が整備されており、日本での基本的な仕組みは次のとおりです。

①　国民皆年金　　（全ての国民が年金保障の対象となっています。）

②　社会保険方式　（保険料の納付実績に応じて、年金を受ける権利・金額が決まります。）

③　世代間扶養　　（現役世代の納める保険料が、今の高齢世代の生活を支え、現役世代が高齢者

になったときには、次の世代の納める保険料が生活を支える仕組み、すなわ

ち「世代と世代の支え合い」を基本理念としています。）

①　生涯にわたり支給される終身年金であること。

②　年金水準が、年金受給者の生活の基本的な部分を支えていること。

③　長期間にわたって収支が均衡する仕組みとなっていること。

このため、わが国の公的年金は、国民全体で保険料を出し合い、社会全体で支えていく仕組み

となっています。

日本の公的年金制度は、労働者を対象とした労働者年金保険制度（厚生年金保険の前身）が昭和

17年に実施され、その後昭和36年に自営業者などを対象とした国民年金制度が実施されたことによ

り「国民皆年金体制」となりました。

日本年金機構・天　川　村

公的年金制度の創設

公的年金に求められているもの

公的年金制度とは

14

みんなで支える公的年金



日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての方は、国民年金に加入して保険料を納めることに

なります。

「年金なんてまだまだ先のこと」と思われる方もいるかもしれませんが、国民年金には次のよう

に様々なメリットがあります。

国民年金の老齢基礎年金は、２分の１（平成21年３月分までは３分の１）が国庫負担（税金）で

賄われているため、支払った保険料を上回る給付を受けることができる計算となっています。厚生

労働省の試算では、1985年生まれ（2005年に20歳）の方でも納めた保険料の1.7倍以上となります。

国民年金は、生きている限り年金が受け取れる一生涯の保障であり、老後の生活をサポートしま

す。

国民年金は老後の保障だけでなく、加入者がケガや病気により障害が残ったときは「障害基礎年

金」、亡くなられたときにはその遺族に「遺族基礎年金」が支給されるなどあなたの生活をサポート

します。

納めた保険料は、確定申告の際に全額が「社会保険料控除」として認められています。

賃金や物価の変動にあわせて、年金を支える力と給付のバランスをとる仕組みにより年金額が改

定されるため、年金に加入（20歳）してから年金を受給（65歳）するまでの間、経済社会が大きく

変動したとしても、年金の価値が保障されます。

日本年金機構・天　川　村

15

国民年金のメリット

メリット１ 生涯の年金額は保険料の1.7倍以上

メリット2 老後を支える終身保障

メリット3 ケガや病気、万が一のときにもサポートします

メリット4 納めた保険料は社会保険料控除の対象

メリット5 国民年金は経済の変動にも負けません
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「天川賛歌」（5）
・・・各分野から「天川村の力」一言メッセージ・・・

4月から連載を開始し、今月で5回目となりました。

さて、今月は？

風景写真家 

写真家 

奈良県立橿原考古学研究所所長 

奈良植物学研究会 

奈良教育大学名誉教授 

日本野鳥の会奈良支部前支部長 

森林インストラクター 

大阪産業大学人間環境学部講師 

奈良県山岳連盟副会長 

全国源流ネットワーク代表 

奈良インターカルチャー　代表 

ロケーションコーディネーター 

森林再生支援センター　専門委員 

奈良女子大学　共生科学研究センター 

 

ルーラルリサーチ（天川村の空気を育む会） 

（順不同・敬称略） 

米　谷　昌　浩 

林　　　幸　恵 

菅　谷　文　則 

森　本　範　正 

西　田　史　朗 

小　船　武　司 

水　谷　道　子 

谷　　　幸　三 

梅　屋　則　夫 

中　村　文　明 

 
佐　野　純　子

 

高　田　研　一 

佐　藤　拓　哉 

池　亀　建　治 

磯　村　幹　夫 

幸　家　大　郎 

4月号掲載 

4月号掲載 

7月号掲載 

7月号掲載 

5月号掲載 

5月号掲載 

6月号掲載 

6月号掲載 
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天川村洞川一帯の石灰岩はおよそ２億年前、大洋のサンゴ虫がつくった。そして数千万年前、ヒョッ

コリ　ヒョウタン島のように数千キロも旅して、当時の日本列島南岸に衝突し、陸上にのし上げ、今の

位置にたどり着いた。その間に何度も大激変がありました。鍾乳洞の形成はその後の水と大気の働きに

よる。

洞川の街は、ちょうど太古のサンゴ礁の胎内にあたります。今も石灰岩は、山上川の川底から観音峯

まで、面不動鍾乳洞から柏木の不動窟までの広がりが確認できるが、大洋にあった頃はもう一回りも二

回りも大きなサンゴ礁の島でした。サンゴ礁が吉野山地の中央に鎮座する奇縁から、地球のふしぎと悠

久のロマンをお楽しみ下さい。

地質学　奈良教育大学名誉教授　西田　史朗

ヒョッコリ　ヒョウタン島

天川村の「天川」は、「天の川」と想っているのは、わたし一人ではないと思います。

天川の地は、吉野の大峯山系に源を持ち、遠く太平洋に注ぐ十津川（熊野川とも行政はいう）の、源流

の山渓であります。太平洋をリフレッシュさせる真水の一滴は、実は山上ヶ岳の聖地から流れ出してい

るのです。

『源流の村！！　聖地の村！！』

遙か昔の奈良時代に役行者が、大峯を開いて下さり、洞川龍泉寺も、修行の地として開かれました。

弥山岳麓の天河大弁財天社も弥山の里宮として、鎮座されました。

天川は、人と神が、直接に触れ合うことの出来る、地上のシャングリラです。

神から作られた豊かな自然と、それを育む人々の叡智があります。この両者の交響詩を、高らかに、

村の主張とされますことを、一人の山伏として、ここに願っています。

奈良県立橿原考古学研究所所長　菅谷　文則

※注）シャングリラ：理想郷（ユートピア）・外界から隔絶された地上の楽園

地上のシャングリラ

�������
�������
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火災・救急・救助が発生した場合、119番ではなく、消防署の一般加入電話に通報される場合が多々

あります。

この場合、私たちが出動するまでの流れは、天川所から消防本部通信指令室に通報内容を報告、次に

報告を受けた通信勤務員が天川出張所に出動指令をかける。

つまり・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　という流れになります。

しかし、通報者の方が119番で直接消防本部へ通報して頂いた場合・・・

という流れになり、通報から出動までの時間が短縮できます。

最寄りの天川出張所に直接通報したほうが早くきてもらえるとお考えかもしれませんが、かえって出

動が遅くなります。

いち早く出動するために、火災・救急・救助については　　　　　　で通報していただきますようご

協力お願い致します。

なお、その他消防業務に関するお問い合わせは、お気軽に加入電話にて天川出張所へご連絡ください。

通報者 a 天川出張所 a 消防本部 a 天川出張所

通報者 a 消防本部 a 天川出張所

119番

「消防署への通報や問い合わせについて」消防署からのお願いです。「消防署への通報や問い合わせについて」消防署からのお願いです。��������
��������
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I N F O R M A T I NO

入
浴
中
の
事
故
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

日
本
人
は
風
呂
好
き
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

入
浴
中
に
亡
く
な
ら
れ
る
方
も
少
な
く
は
な

く
、
高
齢
の
方
、
高
血
圧
や
心
臓
病
の
方
な

ど
で
は
、
入
浴
の
仕
方
に
よ
っ
て
危
険
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
実
際
、
我
が
国
の
入
浴
中

の
死
亡
事
故
は
年
間
一
万
四
千
人
ほ
ど
で
、

こ
れ
は
欧
米
に
比
べ
て
も
か
な
り
の
数
で
す
。

し
か
も
、
そ
の
大
部
分
を
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。

入
浴
事
故
の
原
因
疾
患
と
し
て
は
、
心
疾

患
、
脳
血
管
障
害
、
溺
水
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

発
生
の
要
因
と
し
て
「
熱
め
の
お
湯
が
満

た
さ
れ
た
深
い
浴
槽
に
肩
ま
で
浸
か
り
長
湯

を
す
る
」
日
本
特
有
の
入
浴
習
慣
が
あ
る
よ

う
で
す
。

こ
の
一
見
丁
寧
な
入
浴
法
は
、
熱
い
お
湯

に
浸
か
る
こ
と
で
極
端
な
温
度
変
化
に
反
応

し
、
急
な
血
圧
上
昇
や
心
拍
数
増
加
を
起
こ

し
ま
す
。
そ
し
て
、
深
い
浴
槽
で
の
入
浴
は
、

水
圧
に
よ
り
四
肢
末
梢
か
ら
心
臓
に
戻
る
血

液
量
を
い
っ
き
に
増
や
し
、
心
臓
に
負
担
を

か
け
ま
す
。
こ
れ
ら
が
脳
卒
中
や
心
臓
発
作

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
長
時
間
の
入
浴
で
は
、
体
温
を
上
昇

さ
せ
大
量
の
発
汗
を
生
じ
て
熱
中
症
に
陥
り
、

立
ち
く
ら
み
、
失
神
な
ど
、
溺
水
事
故
の
一

因
と
な
る
意
識
障
害
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。入

浴
中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
以
下
の
こ

と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
湯
温
は
三
十
八
〜
四
十
度
で
、
お
湯
に
浸

か
る
時
間
は
七
分
以
内
に
す
る

②
半
身
浴
と
し
て
、
お
湯
に
浸
か
る
の
は
み

ぞ
お
ち
の
高
さ
ま
で
に
留
め
る

③
脱
水
を
予
防
す
る
た
め
、
入
浴
前
後
に
コ

ッ
プ
一
杯
程
度
の
水
分
を
補
給
す
る

④
食
後
一
時
間
以
内
や
酩
酊
下
で
の
入
浴
は

控
え
る

⑤
入
浴
前
に
更
衣
室
、
浴
室
を
温
め
て
お
く

入
浴
は
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
楽

し
い
時
間
で
す
。
以
上
の
こ
と
を
心
が
け
て

快
適
で
安
全
な
入
浴
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

奈
良
県
医
師
会

▼
開
催
日
・
テ
ー
マ

・
十
月
九
日：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
法
律

問
題

・
十
一
月
十
三
日：

相
続
・
遺
言

・
十
二
月
十
一
日：
裁
判
員
制
度

・
一
月
八
日：

建
築
に
関
す
る
紛
争

・
二
月
十
二
日：

犯
罪
被
害
者

・
三
月
十
二
日：

成
年
後
見

▼
時
間：

午
後
一
時
〜
三
時
ま
で

▼
場
所：

奈
良
弁
護
士
会
館

▼
申
込：

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
七
四
二
―
二

三
―
八
三
一
九
）
に
て

希
望
講
座
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
を
記
入

▼
申
込
先：

奈
良
弁
護
士
会

〒
六
三
〇
―
八
二
三
七

奈
良
市
中
筋
町
二
十
二
番
地
の
一

1：

〇
七
四
二
―
二
二
―
二
〇
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
七
四
二
―
二
三
―
八
三
一
九

農
林
水
産
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

※
「
米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録

及
び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律
」

こ
れ
に
よ
り
、
食
品
事
故
や
産
地
偽
装
が

起
き
た
場
合
、
原
因
や
流
通
ル
ー
ト
が
速
や

か
に
解
明
さ
れ
、
安
全
な
流
通
ル
ー
ト
が
継

続
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

十
月
一
日
か
ら
、
米
（
米
粉
、
米
飯
、
も

ち
、
米
菓
、
酒
類
等
も
含
む
）
の
出
荷
・
流

通
に
関
し
、
生
産
者
、
米
穀
取
扱
業
者
、
外

食
事
業
者
等
の
皆
皆
様
は
、
取
引
の
記
録
を

保
存
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
は
、

米
、
米
加
工
品
を
売
渡
す
場
合
、
事
業
者
間
、

一
般
消
費
者
へ
の
産
地
情
報
伝
達
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。（
米
飯
類
を
提
供
す
る
外
食
事

業
等
も
含
ま
れ
ま
す
。）

▼
お
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
省
　
近
畿
農
政
局
奈
良
農
政
事

務
所
　
〒
六
三
〇
―
八
三
〇
七
　
奈
良
市
西

紀
寺
町
十
三
　
食
糧
部
計
画
課

1：

〇
七
四
二
―
二
三
―
二
八
六
一
〜
二

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
七
四
二
―
二
三
―
一
八
三
三

▼
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
に
つ
い
て
の

情
報
は
、

http：
//www.m

aff.go.jp/j/soushoku/keikaku/
kom
e_toresa/

裁
判
所
調
停
委
員
に
よ
る
「
無
料
調
停
相

談
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

「
市
民
法
律
講
座
」
実
施
要
領

無
料
調
停
相
談
の
お
知
ら
せ

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

民
事
や
家
事
の
争
い
ご
と
や
悩
み
ご
と
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
の
で，

気
軽
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時：

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
（
金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
（
受
付
は，

午
後
二
時
三
十
分
ま
で
）

▼
場
所：

大
淀
町
中
央
公
民
館
（
大
淀
町
下
渕
九
四
八
）

吉
野
町
中
央
公
民
館
（
吉
野
町
上
市
一
三
三
）

※
二
ヶ
所
の
内，

都
合
の
よ
い
場
所
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所
（
次
の
二
ヶ
所
で
実
施
し
ま

す
）

◎
平
成
二
十
二
年
十
月
四
日
（
月
）
午
前
九

時
〜
十
二
時
・
午
後
一
時
〜
四
時

◎
奈
良
弁
護
士
会
（
奈
良
市
中
筋
町
22
番
地

の
１
）

◎
平
成
二
十
二
年
十
月
四
日
（
月
）
午
前
九

時
〜
十
二
時
・
午
後
一
時
〜
四
時

◎
経
済
会
館（
大
和
高
田
市
大
中
１
０
６
―
２
）

▼
予
約
受
付
（
但
し
土
・
日
・
祝
日
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
）

九
月
二
十
一
日
（
火
）
〜
十
月
一
日
（
金
）

ま
で
。
電
話
予
約
（
奈
良
弁
護
士
会
〇
七

四
二
―
二
二
―
二
〇
三
五
）
で
先
着
順
。
相

談
時
間
一
人
三
十
分
間
。

皆
さ
ん
の
周
り
で
高
齢
者
や
障
害
者
に
対

す
る
い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
虐
待
な
ど
の

人
権
侵
害
が
起
き
て
い
る
の
で
は
…
と
思
う

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

「
法
の
日
週
間
」
記
念
無
料

法
律
相
談
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お し ら せ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
一
人
一

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
害
者

の
皆
さ
ん
が
毎
日
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
人
権

に
関
わ
る
様
々
な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時：

平
成
二
十
二
年
九
月
六
日
（
月
）

か
ら
九
月
十
二
日
（
日
）

（
平
日
）
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
七

時
ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で

▼
相
談
員：

奈
良
地
方
法
務
局
職
員
及
び
奈

良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
人
権
擁
護
委

員
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
電
話
番
号

▼
お
問
い
合
わ
せ

1：

〇
七
四
二
―
二
三
―
五
四
五
七
（
奈
良

地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
）

◆
救
急
車
の
適
切
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
出
動
件
数
は
、
全
国
的
に
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
緊
急
性
が
な

い
の
に
出
動
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

本
当
に
緊
急
性
の
あ
る
傷
病
者
へ
の
対
応
に

支
障
が
で
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
消
防
組
合
の
平
成
二
十
一
年
中
の
救
急

件
数
は
、
一
五
七
六
件
で
一
四
九
三
人
搬
送

と
な
っ
て
お
り
、
十
年
前
と
比
べ
約
一．

二

倍
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
傷
病
者
の
う
ち
六
三
八
人
が
軽
症
患

者
で
あ
り
、
こ
れ
は
救
急
搬
送
者
数
の
約
四

十
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま
す
。
か
す
り

傷
程
度
で
呼
ん
だ
り
、
急
を
要
す
る
病
気
で

は
な
い
が
、
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
の
で
呼
ぶ
な
ど
、
安
易
な
要

請
も
出
動
件
数
増
加
の
大
き
な
要
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。

当
消
防
組
合
は
、
二
町
二
村
を
管
轄
し
て

お
り
、
救
急
車
は
、
各
消
防
署
・
出
張
所
に

一
台
ず
つ
計
四
台
配
置
し
て
い
ま
す
。

一
一
九
番
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、
近
く
の

消
防
署
・
出
張
所
の
救
急
車
が
出
動
し
ま
す

が
、
も
し
出
動
中
で
あ
っ
た
場
合
に
は
他
の

救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
時
間
を

要
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
一
分
一
秒
を
争
う
、
助

か
る
は
ず
の
命
を
救
え
な
く
な
る
こ
と
を
心

配
し
て
い
ま
す
。

緊
急
の
事
故
や
病
気
で
い
つ
自
分
の
家
族

や
友
人
に
救
急
車
が
必
要
に
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
尊
い
生
命
を
救
う
た
め
、

い
つ
で
も
救
急
車
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
適

正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
一
九
番
を
す
る
前
に
、
自
家
用
車
や
タ

ク
シ
ー
が
利
用
で
き
な
い
か
、
も
う
一
度
考

え
て
み
て
下
さ
い
。

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
貸

出
し
を
開
始
し
ま
す
。

当
消
防
組
合
で
は
庁
舎
に
設
置
し
て
い
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
貸
出

し
を
実
施
し
ま
す
。

管
内
で
実
施
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
競
技

会
な
ど
で
、
万
が
一
に
備
え
る
た
め
貸
出
し

を
希
望
さ
れ
る
方
は
消
防
本
部
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

な
お
貸
出
し
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
競
技
会
に
普
通
救
命
講
習
、
上
級
救

命
講
習
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
講
習
を
修

了
し
た
者
の
参
加
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
・
大
淀

消
防
署
　
救
急
係

1：

〇
七
四
七
―
五
二
―
一
一
九
九
（
代
）

http：
//www.nakayoshino.or.jp/

次
の
日
時
・
場
所
に
て
観
光
大
臣
会
合
が

行
わ
れ
ま
す
。
警
察
で
は
、
テ
ロ
等
不
法
行

為
の
未
然
防
止
に
向
け
て
公
共
交
通
機
関
、

重
要
イ
ン
フ
ラ
等
に
対
す
る
警
戒
警
備
を
強

化
す
る
た
め
、
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時：

九
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日

▼
場
所：

奈
良
県
奈
良
市

○
不
審
者
を
発
見
し
た
際
は
、
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
長
時
間
、
同
じ
場
所
に
と
ど
ま
る
者
、

周
囲
を
警
戒
し
な
が
ら
密
か
に
の
ぞ
き
込

む
な
ど
動
作
が
不
自
然
な
者
、
こ
と
さ
ら

近
隣
住
民
を
避
け
る
者
、
深
夜
に
複
数
の

者
が
人
目
を
気
に
し
な
が
ら
マ
ン
シ
ョ
ン

や
ア
パ
ー
ト
に
出
入
り
し
て
い
る
な
ど
）

○
不
審
物
を
発
見
し
た
際
は
、
触
ら
ず
に
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
駅
や
列
車
内
、
多
数
の
人
が
集
ま
る
施

設
等
で
持
ち
主
が
わ
か
ら
な
い
小
包
、
紙

「
九
月
九
日
は
救
急
の
日
」

警
察
か
ら
の
お
願
い

二
〇
一
〇
年
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
警
備
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

袋
、
バ
ッ
グ
、
段
ボ
ー
ル
箱
、
異
臭
の
す

る
物
な
ど
）

○
警
戒
や
検
問
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
会
議
等
の
会
場
周
辺
や
国
内
外
の
要
人

が
立
ち
寄
る
場
所
周
辺
で
は
、
検
問
、
交

通
規
制
等
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
奈
良
市
内
へ
の
マ
イ
カ
ー
等
の
乗
り
入
れ

自
粛
と
迂
回
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
吉
野
警
察
署

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主：

建
設
業
を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者：

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

▼
掛
金：

日
額
三
一
〇
円

★
特
長

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込

み
手
続
は
簡
単
で
す
。

経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法

人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度
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地域福祉ボランティア基金
金、1 0 0 , 0 0 0 円

杉本　將樹　様

（亡母　杉本　喜美子様の供養として）

ありがとうございました

善　意　銀　行
金、1 0 0 , 0 0 0 円

松本　敏則 様

（亡母　西岡　なつ子様の供養として）

ありがとうございました

善　意　銀　行
金、1 0 0 , 0 0 0 円

栃尾　杉本　將樹　様

（亡母、喜美子様ご供養として）

ありがとうございました

I N F O R M A T I NO

扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

☆
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数
に
応

じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。

・
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持
し

て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を
引
退
す

る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す

る
よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、
制
度
説

明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の

知
り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
下
さ
い
！

※
詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建
退
共
支
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

1：

〇
七
四
二
―
二
二
―
三
三
四
五

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経

科
部
会
）

九
月
二
日
（
木
）

午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

予
約
必
要

◎
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）

九
月
二
日
（
木
）

午
後
二
時
〜
三
時
　
予
約
必
要

◎
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

九
月
十
四
日
（
火
）

午
後
二
時
〜
三
時
　
予
約
不
要

◎
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外

科
部
会
）

九
月
二
十
一
日
（
火
）

午
後
二
時
〜
三
時
　
予
約
必
要

◎
皮
膚
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
皮
膚
科
部

会
）

九
月
三
十
日
（
木
）

午
後
二
時
〜
三
時
　
予
約
必
要

▼
場
　
所：

奈
良
県
医
師
会
館
・
一
階
　
県

民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅

か
ら
北
へ
徒
歩
七
分
）

▼
連
絡
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二
　
橿
原
市

内
膳
町
五
―
五
―
八
　
奈
良
県
医
師
会
各
主

催
部
会

1：
〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ：
〇
七
四
四
―
二
三
―
七
七
九
六

快
適
な
道
路
利
用
の
た
め
の
調
査
で
す

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、
政
令
指

定
市
及
び
高
速
道
路
会
社
と
連
携
し
て
、
平

成
二
十
二
年
九
月
〜
十
一
月
に
か
け
て
、
全

国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
「
道
路
交
通

セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
は
、
い
わ
ば
道
路
に

関
す
る
国
勢
調
査
と
し
て
、
昭
和
三
年
か
ら

概
ね
五
年
間
隔
で
実
施
し
て
い
る
全
国
的
な

規
模
の
調
査
で
あ
り
、
道
路
の
状
況
調
査
や

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
自
動
車
の
利
用
状
況

等
を
調
査
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
将
来
の

道
路
計
画
や
都
市
計
画
等
を
策
定
す
る
た
め

の
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
全
国
の
自

動
車
を
お
持
ち
の
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽

出
さ
れ
た
方
の
ご
家
庭
に
、
調
査
員
が
訪
問

し
て
行
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先：

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備

局奈
良
国
道
事
務
所
　
調
査
課

1：

〇
七
四
二
―
三
三
―
一
三
九
一

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http：
//www.m

lit.go.jp/road/h22 census/

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

『
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
お
知

ら
せ
』

1

2

3

4



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 42.89トン
前月比 143.97％
前年同月比 98.87％

不燃 4.30トン
前月比 107.50％
前年同月比 94.09％

資源 9.01トン
前月比 114.92％
前年同月比 85.93％

粗大 1.55トン
前月比 55.96％
前年同月比 66.24％

7月のごみ
収集状況

幼 稚 園 だ よ り 幼 稚 園 だ よ り 

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
総
務
課
広
報
係（
内
線
123）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：
tenkaw

a@
vill.tenkaw

a.lg.jp

広
報
 

平
成

22年
８
月

31日
発
行
　
通
巻
403号

村のうごき

人
口

1,789人
（
－
３
）

2010年
７
月
31日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女942人
（
－
３
）

男847人
（
±
０
）

世
帯
数

760戸
（
＋
１
）

８月６日（金）天川中学校音楽クラブ（７人）による演奏会が天川幼稚園で開かれました。

音楽部の皆さんは、園児が音楽に親しみ楽しめるよう、園児達がよく知っている曲の演奏

や、楽器に触れる体験やゲーム遊びを取り入れるなど、内容を色々工夫してくれました。

最初はすこし緊張していた子ども達ですが、すぐに演奏される曲に合わせて手をたたいた

り、身体を動かしながらリズムを取ったりする姿が見られました。

また、こども達から「私も中学生になったら、お兄ちゃんお姉ちゃんみたいにかっこよく

楽器をならしたいな！」と、中学生への憧れの声も聞かれ、楽しい音楽鑑賞会を体験するこ

とが出来ました。

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100
大豆油インキを使用しています 

～天川中学校音楽クラブのお兄ちゃんお姉ちゃんと一緒に～ ～天川中学校音楽クラブのお兄ちゃんお姉ちゃんと一緒に～ 


